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図３　ミャンマーからの難民および庇護希望者の民族別構成
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大に行われるようになりました。現在では、これらの
行事にマレーシア国中からミャンマー移民が参加し
ています。祭り行事の際には、マレーシア華人信者と
ミャンマー移民が、境内でそれぞれの様式に則って行
事を執り行うなど、穏やかなつながりを持っています。
寺外での信者間の交流は、それほど多くはありません
が、病気や失業などについて、信者間での支援の例が
あるということでした。また、もともと寺院と関係が
無かったミャンマー移民の雇用主が、寺院の行事に参
加していることも観察されます。
２－３　互助活動、福祉活動①
　　　　─ペナン・ダナクタラ葬送協会
　移民の互助活動として、まず、葬送についての協力
関係を見たいと思います。2010年に設立されたダナ
クタラ葬送協会は、ペナンおよびその周辺地域に居住
するミャンマー移民の篤志によって運営されていま
す。宗教に関わりなくミャンマー移民が亡くなった際
に支援を行っていますが、実態としては仏教徒が多数
を占めています。事務所は当初、ジョージタウンの総
合ビル「コムター」内に置かれていましたが、ミャン
マー移民相手の商店が集まっていたミャンマー街が
衰退したことに伴って、移民が増加していたバタワー
スに移転しました。
　ここには数人の華人企業家が支援をしています。
ミャンマー人労働者の雇用主や職業斡旋業者といっ
た華人が、資金などを提供しています。また、この活
動は、ミャンマー国内の葬送協会からも支援を受けて
います。ミャンマーの国内およびマレーシア国内の企
業家の双方から支援を受けているのです。
２－４　互助活動、福祉活動②
　　　　─難民および庇護希望者の民族組織
　難民と庇護希望者について見ますと、様々な民族毎
に組織された互助組織があり、こうした組織がそれ
ぞれ民族カード（身分証）を発行しています。これら
のカードを所持する人の就業は、黙認されてきまし
た。また、こうした組織が職業を斡旋しており、雇用
主と移民の仲介機能を有していることがわかります。
また、互助活動に関しては、現地住民がさまざまな支
援を行っています。１つ事例を紹介しますと、United 
Learning Centerという難民の児童を対象に教育を行
う施設は、2009年に華人クリスチャンらの支援を得
て設立されています。第三国移住に備えて英語などの
教育を行うとともに、託児所的機能を有しています。
おわりに
　最後に解説してきたものをまとめてみますと、ミャ
ンマー移民はさまざまなステイタス、在留期間、形態
を持った人から成っていて、それらのうち、多くの人
が都市で就業しています。渡航や就業に関わる重要な
サービスを、雇用パスを持つ専門職・管理職が提供し
ています。また、長期就労者が新規就労者の参入を手
助けしています。さらに、宗教活動や互助活動を通じ
たコミュニティを持っています。大多数は契約期間だ
け滞在する労働者ですが、そうした大多数の流動的な
構成員から形成されながらも、特に華人とのつなが
りを持つ少数の中心的な構成員によって移民コミュ
ニティは「定着」している。この現地に「定着」した移
民のネットワークが、国境を越えて本国の帰国者あ
るいは新規移動者にまで拡大しています。こうしたか
たちをもって、マレーシアにおいてミャンマー移民は、
「定着」していると思われます。
